
（別紙３）

～ 2025年3月31日

（対象者数） 29人 （回答者数） 21人

～ 2025年3月31日

（対象者数） 7人 （回答者数） 7人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

2
事業所内での勉強会や外部研修に参加する機会を増やしてい
ます。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 地域で行われているイベントに参加する

2 保護者参加型など、自然と交流できる場を設ける

3
合同イベントに積極的に参加する。年齢や能力差がある場合
は、交流の機会を設ける。

広い芝生があるのでう運動に適している
児童たちが楽しく通所できるよう、定期的にイベントを開催
している

STによるフォーマル・インフォーマルアセスメントをベース
に児童指導員や保育士と連携を取り支援を行っていること。

STによる保護者相談や、保護者への助言を積極的に行ってい
る

外部との交流が少ない為、閉鎖された環境での支援になって
いる

合同イベントに参加していない

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

保育所や他地域との交流が少ない 事業所内で完結する取り組みやイベント行事が多い

保護者や兄弟向けの交流の機会が少ない
子供を中心としたイベントが多く、保護者参加型にしていな
い

2024年4月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2025年4月4日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 レゴンキッズ都島

○保護者評価実施期間 2024年4月1日

○保護者評価有効回答数

児童発達支援事業所における自己評価総括表公表


	（別紙３）自己評価総括表（公表）

